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投与し，糞便中に虫卵の排出を確認後，それぞれのラッ

トを剖検した．皮下接種ラットの小腸からはすべてⅣ．

〃(Mie'Ｍ成虫だけが認められ，経口投与ラットから

はごく少数のＺＶｂｍＳｉ雌,Ｍを除きほぼＯＣｚｏｅ"SzS

の成虫のみが認められた．後者のラット群の腸内容を培

養して得た感染幼虫を別のラットに経口投与後剖検した

ところ，○．ezoe,Ｍだけが純粋に認められた．以下こ

のようにして得た０．ｅｚｏｅ,Ｍ材料を使用して実験を実

施した．

２．自由生活世代

第１期～第３期幼虫の形態を観察するために，雌成虫

を磨砕し，子宮内卵を集め室温（24～26C）で培養し

た．試験管内濾紙培養法により，感染ラットの糞便，腸

内容を25～30Ｃの孵卵器内で培養し，液相に遊出した

５～10日齢の感染幼虫を得て，実験感染材料とした．

３．寄生世代

経口投与後ラット体内での移行経路を調べるために，

雌のＳＤラット（10～１１週齢）１０匹を用いて，それぞ

れのラットに感染幼虫４，０００ずつを投与し，１２，２４，３６，

４８，６０時間と３，４，５，６，１２日後に１匹ずつを剖

検した．腹腔・胸腔を生理食塩水で洗浄し，洗浄液をピ

ペットで回収した．肺・肝臓は鋏で細切後，人工胃液で

37Ｃ・２時間消化した．気管・食道・胃・小腸(上部・

下部）・盲腸・結腸は切開して生理食塩水を満したシャ

ーレに入れ，３７Ｃの孵卵器内で２時間放置し，虫体の

遊出を待った．腸間膜（リンパ節も含む）と横隔膜はス

ライドグラスで圧肩した．上記の材料を実体顕微鏡下で

精検した．

消化管内で虫体の分布を調べるために雌のＳＤラット

（８～９週齢）を16匹用いてそれぞれに感染幼虫1,000を

緒言

Ｏ７ｉｅ"ZosZ7o"gyZ"ｓｅｚｏｅ"sisTada,1975はドブネズミ

ＲａＺｍＳ〃oγZ)egiC"Ｓの′l､腸上部に寄生する赤色小線虫で

現在のところ北海道からのみ報告されている（Tada，

1975；Kasai，1978)．

体表を縦に走るクチクラの隆起線（シンローフ：ｓｙ‐

nlophe）の構成に着目したDurette-DesettandCha‐

baud（1975）の分類によれば，本属○だe"ZosZro"g)ﾉZz(ｓ

は科Heligmonellidae，亜科Nippostrongylinaeに属

する．Ｏ７ｉｅ"ZosZγo"gy〃ｓ属には，現在までに６種が知

られているが，すべて発育史は不明である．またＨｅ‐

ligmonellidaeのなかでその発育史が実験的に明らかに

されたのはNippostrongylinaeに属するＭ'PosZ7o‐

"gyZz`ｓ６ｍｓｉ"e"siｓ（Travassos，1914）ただ１種だけで

ある（Yokogawa，1922)．

今回の研究はＯｅｚｏｅ"siSの発育史を実験的に解明す

ることを目的とした．また一方ではＺＶｂ６ｍｓｉ此”ｓの

発育史との比較を試みることとした．

材料と方法

１．Oezoe"s/Ｓの分離

本研究に用いた○.ｅｚｏｅ，ｍの材料は，札幌市内の農

場で捕獲した感染ドブネズミの腸内容を培養して得た

感染幼虫から出発した．この際問題となったことは，

０．ｅｚｏｅ'Ｍはほとんど，ＺＶ､６γαsiZie,ＭＳと混合感染

していることであった．なお，ドブネズミから得た虫

卵と感染幼虫について形態学的に両者を区別することは

できなかった．両種の混在する感染幼虫を一群のラット

には皮下接種し，他のラット群にはゾンデを用いて経口

（９５）
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投与し，２４，３６，４８，６０，７２，８４，９６時間と11日後に２

匹ずつを殺し，小腸（６等分）と盲腸を精検した．

４．虫体の形態学的観察

回収された出体は原則として火焔固定後に観察した

が，一部は１０％熱ホルマリン固定後ラクトフェノールで

透化し，描画装置を用いて作画，計測した。

５．マウス・スナネズミヘの感染

３系統のマウス（ICR，ＢＡＬB/cA-nu/nu,ＢＡＬB/cA

nu/＋）の雄（７～８週齢）各５匹，計１５匹に感染幼虫

を各500～800ずつ経口投与し，１０～14日後に剖検した．

また４～５カ月齢の雄のスナネズミ３匹に感染幼虫2,500

を経口投与後８～18日に剖検した．

結果

１．自由生活世代の発育と形態

１）虫卵

排出直後のラット糞便中の虫卵は８～16個以上の卵割

をしており，長円形で薄い卵殻を有し，大きさは0.052～

0.072×0.031～0.038ｍｍである．

２）第１期幼虫（Fig.１，Tableｌ）

１２～24時間後に孵化する．体長は0.33～0.54ｍｍで

あり，口腔は明瞭で，円柱状のキチン質様の構造で形成

される．神経輪，排泄孔は確認できなかった．食道はラ

ブジチス型を呈し，尾は長く糸状に終る．

３）第２期幼虫（Fig.１，Tableｌ）

第２期幼虫は36時間頃から第１期幼虫のクチクラ内に

認められる．第１期幼虫のクチクラは３日目までには認

められなくなる．体長0.57～068ｍｍ,食道はラブジチ

ス型で，尾は細長く糸状に終る．神経輪および排泄孔が

認められるようになる．

４）第３期幼虫（感染幼虫）（Fig.１，Tableｌ）

Ｃ
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Ｉ
－
Ｉ
－
－
Ｉ
Ｉ
Ｌ

Ｆｉｇ．１Freelivingstagelarvaeof
O・ｃｚｏｅ"sis．

Ａ・Firststagelarva

B，Secondstagelarva

C・Thirdstagelarva

TablelMeasurements(ｍ、）ｏｆｆｒｅｅｌｉｖｉｎｇｓｔａｇｅｌａｒｖａｅｏｆＯ・ezoe,zszs
●

Firststagel） Secondstage2） Thirdstage3）

(0.401)4）

(0.023）

(0.013）

Bodylength

Bodywidth

Buccalcavity

Nervering＊

Excretorypore＊

Genitalprimoridium＊

Ｌｅｎｇｔｈｏｆｔａｉｌ

(0.616）

(0.032）

(0.012）

(0.051）

(0.108）

(0.343）

(0.112）

(0.725）

(0.038）

(0.012）

(0.068）

(0.113）

(0.402）

の.053）

0.330-0.540

0.019-0.031

０．０１１－０．０１７

0.569-0.683

0.031-0.033

０．００８－０．０１４

０．０３０－０．０７０

０．０９７－０.１２５

０．３１９－０．３８３

0.100-0.116

０．４７８－０．８５９

0.031-0.058

0.011-0.014

0.061-0.070

0.097-0.172

0.277-0.464

0.027-0.066

(0.208）

(0.088）

0.178-0.239

0.070-0.108

＊Distancefromanteriorendl)，２)，１５specimens

3）３６specimens

4）Meannumberinparentheses

(９６）
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３日目から認められる．第２期幼虫のクチクラを被鞘

しており，体長は0.48～0.86ｍｍである．食道はフィ

ラリア型となり，尾は短い円錘状となる．クチクラに細

線条（striation）が認められる．ラットへの感染性は培

養後５日目のものから確認され，蒸留水中で２５Ｃの孵

卵器内に30日間放置後も運動`性が認められる．

２．寄生世代

経口投与後は消化管以外からは虫体は認められない．

Fig.２に示すように感染初期（24～48時間）にはおも

に小腸下部から盲腸にかけて認められる．盲腸において

認められるのは第３期幼虫だけである．感染後11日には

ほとんどの虫体は小腸上部に認められる．

第３期幼虫は感染直後はおもに小腸下部から盲腸にお

いて認められ，感染後24時間では71～72％が第２期幼虫

のクチクラを脱鞘している．感染後48時間のものから雌

雄の形態差が認められる．雄は尾部がやや膨隆し，生殖

原基は尾端から0.22～0.33ｍｍに位置するが，雌の生殖

原基は尾端から0.08～0.11ｍｍに位置する．

２）第４期幼虫（Fig.４，Table２）

感染後48～60時間に小腸において認められる．横輪

(annulation）のある小さな頭胞が認められ，クチクラ

性内骨格（アレーテ：arete)で構成されたシンローフが

７本（腹側に６，背側に１）認められる．食道は桿棒状

である．雄は体長0.76～1.83ｍｍで尾部が膨隆し，尾端

は小突起状となる．内部ではブルザの形成が認められ1）第３期幼虫（Fig.３）
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Fig3Parasiticthirdstagelarvaｅｑ/、
○．ezoe"Szs．

Ａ、Posteriorextremityofmale（48hours

afterinoculation）

BPosteriorextremityoffemale(48hours

afterinoculation）

る．生殖原基は急激に発育して尾側に延び，精巣形成過

程を示す．雌は体長1.09～2.20ｍｍで，尾部は円錘状に

まっすぐ終り，生殖原基は急激に発育して頭側に延び，

卵巣および子宮形成過程を示す．

３）成虫（(Fig.５，Table３）

感染後84～96時間から未熟成虫が小腸において認め

られる．頭胞は中間でくびれ，前半には横条が認められ

るが，後半には認められない．感染後５～６日に赤色と

なり，子宮内にはすでに２～８分割した虫卵が４～12個

認められる．雄は体長1.85～2.33ｍｍで，ブルザは小型

ＤＥ

Ｆｉｇ、４FourthstagelarvaeofO､ｅｚｏｅ"sis
72hoursafterinoculation．

Ａ・Anteriorextremityoffemale

B、Posteriorextremityofmale

C・Posteriorextremityoffemale

D・Transversesectionofmale（7aretes）

ETransversesectionoffemale（7aretes）

でほぼ左右対称であり，肋は一般に太く短かく，背肋が

発達している．交接刺は短かく，キチンイヒが不十分で，

ほぼ左右対称で全体が薄い膜に包まれ，先端は細くなり

細い枝を分岐する．一対のブルザ前乳頭が認められる

が，副交接刺は認められない．横断面において23本のア

レーテからなるシンローフが認められる．雌は体長1.96

～4.13ｍｍで尾は円錘状にまっすぐ終わる．生殖器官は

１本だけで，陰門は２枚の厚い唇状構造からなり，肛門

は単純な開孔である．Prepatentperiodは７～８日で

Table2Measurements(ｍ、)offourthstagelarvaeofOezoe'Ｍ(７２hoursafteringestion）

Male'） Female2）

Bodylength

Bodywidth

Cephalicvesicle

Nervering＊

Excretorypore＊

Lengthofesophgus

Lengthoftail

（1.308)3）

（0.045）

(0.034×0.027）

（0.068）

（0.138）

（0.208）

0.761-1.830

0.038-0.063

0.027-0.047

×0.017-0.034

0.044-0.083

0.113-0.178

0.178-0.262

（1.670）

（0.047）

(0.039×0.040）

（0.076）

（0.154）

（0.234）

（0.054）

1.087-2.200

1.035-0.062

0.031-0.062

×0.030-0.46）

0.047-0.097

０．１１２－０．１７２

0.181-0.340

0.047-0.068

＊Distancefromanteriorend1）

2）

3）

３０specimens

32specimens

Meannumberinparentheses

（９８）
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ある．

５）マウス・スナネズミヘの感染

マウスからは虫体は認められず，スナネズミは３

例中２例，感染後８日に剖検した１個体からは162

匹，１８日に剖検した１個体からは15匹の成虫が回収

された．

，

考察

今回の実験からＯｅｚｏｅ"sｉｓの発育史は，直接発

育した第３期幼虫が経口的に宿主に摂取され，体内

移行せずに小腸内で成熟することが明らかになっ

た．科Dictyocaulidaeと－部の科に属する種を除

いて，一般に上科Trichostrongyloideaの線虫は

直接発育した第３期幼虫が経口的に感染して，宿主

体内移行をせずに消化管内で直接に成熟する．今回

の実験からOezoe"sｉｓも一般的なTrichostro‐

ngyloideaと同様の発育史を有することが明らかに

なった．

虫卵・自由生活世代各期幼虫の発育および形態は

1V.ｂ'ｎｓｉＺｉｅ"sｉｓのそれと酷似する（Yokogawa，

1922；Lucker，１９３６；Haley，1962)．

Durette-Desset（1971）はＯｒｉｅ"ZosZro"gyZz`ｓ

属は亜科Nippostrongylinaeの系統樹で一番根幹

に位置し，そこからZVZ〃ＯＳ〃o"gyZ"ｓ属が分化し

たと述べている．

蕊

Ｆｉｇ．５ＡｄｕｌｔｗｏｒｍｓｏｆＯ・ezoe"sis．

Ａ・Bursa，lateralview

B・Bursa，ｖｅｎｔｒａｌｖｉｅｗ

Ｃ・Anteriorextremityoffemale

D・Posteriorextremityoffemale

E・Transversesectionofmale（２３aretes）

Ｆ・Transversesectionoffemale（２５aretes）

1936)．近縁の２属が異なった発育史を有することは興

味深い．

今回の研究ではマウスへの感染は成立しなかった．し

かし，近似種ＯＺｅ"omiDurette-Desset，1970はイン

ＺＶｂｍｓｉ此"sｉｓは感染幼虫が経皮的に感染し，体内

移行を行ない，肺で第４期幼虫となり，気管・食道・

冑を経て小腸で成熟する（Yokogawa，１９２２；Haley，

Table3Measurements（ｍ、）ｏｆａｄｕｌｔｓｏｆＯｃｚｏｃ'帥（l2daysafteringestion）

Male'） Female2）

Bodylength

Bodywidth

Cephalicvesicle

Nervering＊

Excretorypore＊

Lengthofesophagus

Lengthofspicule

AnusT

Vulvaf

（2.110)3）

（0.056）

(0.046×0.032）

（0.113）

（0.185）

（0.353）

（0.084）

1.853-2.330

0.044-0.078

0.042-0.053

×0.025-0.036

0.101-0.119

0.144-0.247

0.306-0.393

0.075-0.089

（2.790）

（0.060）

(0.052×0.030）

（0.121）

（0.205）

（0.352）

１．９６０－４．１３０

０．０５０－０．０９２

０．０４２－０．０６７

×0.022-0.036

0.113-0.129

0.161-0.303

0.288-0.413

(0.057）

(0.131）

0.039-0.072

0.103-0.167

1）

2）

3）

２５ｓｐｅｃｉｍｅｎｓ

３０ｓｐｅｃｉｍｅｎｓ

Ｍｅａｎｎｕｍｂｅｒinparentheses

＊Distancefromanteriorend

TDistancefromposteriorend
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FのハツカネズミＭ`ｓ〃z"Sc"/"ｓから報告されている

ので，０．Ｇ尾０６'Ｍのマウスへの感染‘性については今後

の検討を期している．

○.ｅｚｏｅｌＭは本邦においては北海道のドブネズミか

らの報告があるにすぎないが，ほとんど，1V、６，s‐

iZic"sｉｓと混合感染している（Tada，１９７５；Kasai，

1978)．両者は肉眼で区別することは困難であり，従来

我国においてⅣ.ｂｒａｓ肱'Ｍとして報告されたものの

なかにも本種もしくは近似のＯγ〃Zos/γo"gyZz`ｓ属の

混在があるかもしれない．我国における住家性ネズミに

ついての再調査が望まれる．

要約

Ｏｒｉｅ"ZosZγo"gyZ"ｓｅ澪Ce'zsisTada，１９７５の発育史を

明らかにした．

糞便中に排出された虫卵（0.052～０．０７２×0.019～

0.031ｍｍ)は室温で12～24時間後に孵化し，第１期幼虫

(体長0.33～0.54ｍｍ）が出現する．第２期幼虫（体長

0.57～0.68ｍｍ）は２日後から認められ，第１期同様ラ

ブジチス型の食道と糸状に細長く終る尾を有する．第３

期幼虫（感染幼虫）は体長0.48～0.86ｍｍで３日から認

められ，第２期のクチクラを被鞘し，フィラリア型の食

道と短かい円錘形の尾を有する．

ラットへの経皮感染は成立しない．経口投与後，寄生

世代各期幼虫は消化管以外からは認められず，体内移行

は認められない．第４期幼虫（体長雄0.76～1.83ｍｍ，

雌1.09～2.20ｍｍ）は経口投与後48～60時間から認めら

れる．小さな頭胞と７本のシンローフが認められる．

成虫は84～96時間後に認められ，体長は雄1.85～2.33

ｍｍ,雌1.96～4.13ｍｍである．prepatentperiodは

７～８日である．

スナネズミからは成虫が回収されたが，マウス(ICR，

BALB/cA-nu/nu，BALB/cA-nu/＋）では感染が成立し

なかった．

稿を終えるにあたり終始御指導をいただいた当教室の

大林正士教授，神谷正男助教授に深謝する.また御助力

をいただいた教室員各位に感謝する.

なおこの研究の一部は第48回日本寄生虫学会大会にお

いて報告した．
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i Abstract ■

LIFE HISTORY OF ORIENTOSTRONGYLUS EZOENSIS TADA, 1975

(NEMATODA : HELIGMONELLIDAE)

Shin-ichiro FUKUMOTO

{Department of Parasitology, Faculty of Veterinary Medicine,

Hokkaido University, Sapporo 060, Japan)

The life history of Orientostrongylus ezoensis Tada, 1975 was studied.

Eggs, 0.052—0.072X0.019—0.031 mm in size, hatched at room temperature within 24

hours. The first and second stage larvae, 0.33—0.54mm and 0.57—0.68mm in length, respec

tively, had a rhabditiform esophagus and a filiform tail. The second stage larvae appeared on

the second day. The third stage or infective larvae, 0.48—0.86 mm in length, appeared on

the third day. They were ensheathed in the cuticle of the second stage larvae and had a fII-

ariform esophagus and a short conical tail.

In albino rats, the parasitic stage worms were recovered only from the digestive tracts

after oral ingestion, although no worm was recovered after the subcutaneous injection. Therefore,

somatic migrtion did not occur. The infective larvae once reached the caecum after oral inge

stion, then they return to the small intestine. The fourth stage larvae, the body length

was 0.76—1.83mm in male and 1.09—2.20 mm in female, were found 48—60 hours after oral

ingestion. They possessed a small cephalie vesicle and 7 aretes. The adult worms were found

84—96 hours after ingestion. The body length was 1.85—2.33 mm in male and 1.96—4.13 mm

in female. The prepatent period was 7—8 days.

A number of adult worms were recoverd from the mongolian gerbils, but not from mice

(ICR, BALB/cA-nw/nu, BALB/cA-nu/+).
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